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【１ 研究目的、研究方法など（つづき）】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

(3）本研究の着想に⾄った経緯や、関連する国内外の研究動向と本研究の位置づけ

図1. 短周期計と長周期計で観測された浅
発月震の移動平均を施した絶対振幅波形 

【本研究の着想に⾄った経緯】 
本研究は, ⽉震カタログに記載されている各イベ
ントの統計量に関する疑問やアポロ計画の関係者
との交流が着想の契機となっている。申請者は⽉
震の研究を始めた当初から, 「何故深発⽉震や衝突
⽉震が数千イベント⾒つかっているのに, 浅発⽉震
は28例しかないのか?」という疑問を抱いていた。
その疑問に対する回答は, アポロ⽉震観測の運⽤に
関わっていた中村吉雄教授(テキサス⼤)との交流
の中で得られた。中村教授によると, 現存する⽉震
カタログは, 主に⻑周期⽉震計で取得されたデータ
を元に作られており, 短周期計データを全て⾒尽く
した訳ではないとのことだった。
 浅発⽉震は他のタイプの⽉震と⽐べて⾼周波にエネルギーを持つため, ⻑周期計と短周期
計では振幅にして 5 ‒ 10倍程度異なる(図1)。つまり, ⻑周期計だけでは⾒落としているイベ
ントも存在する可能性がある。実際に短周期計データを解析してみると, ⻑周期計だけでは
検出できないイベントが複数⾒つかった。この事実は, 今までの⽉の地震活動度が過⼩評価
されていたことを⽰唆しており, 短周期計データを⾒直すことで, 正しく⽉の地震活動度を評
価したいと考えたことが, 本研究の着想に⾄った経緯である。

【関連する国内外の研究動向・本研究の位置づけ】 
 現在, 世界的に惑星地震探査の検討が進んでおり, 特に⽉においてはNASAのFarside 
Seismic Suiteが計画されている。また, 我が国においても, 次世代⽉科学の最重要テーマの⼀
つとして⽉震観測が掲げられており, 将来探査に向けた検討が進められている(⽥中他, 
2022)。こうした状況の中, アポロで取得された⽉震データの再アーカイブや再解析の潮流
ができつつある。本研究はその先駆けの⼀つになると考える。 
 特に短周期⽉震計のデータは機器ノイズが多く, 現在までにそれをフル活⽤した研究例は
無い。つまり, それらを⽤いて「⽉は地質学的に死んだ天体である」という定説に⼀⽯を投
じる本研究は, 敬遠されがちな古いデータであっても第⼀級の科学成果を創出できることを
⽰す⼀例になると考える。 

(4) 本研究で何をどのように、どこまで明らかにしようとするのか
本研究では, ⽉科学の最重要課題の⼀つである「形成進化史の解明」に重要となる「地震活
動度」の評価を⾏い, 「現在でも⽉内部が活動的かどうか?」について検討する。また, それ
らを基に熱進化史への制約を⾏う。課題達成のために研究段階を以下の五つに分類する。 
① アポロ短周期⽉震計データの整備とクリーニング
② ⽉震イベントの⾃動検出アルゴリズムの開発と実データへの適⽤
③ 検出されたイベントの特徴の記載と分類(カタログの作成)
④ ⽉の地震活動度の評価
⑤ ⽉の応⼒場ならびに内部熱環境の制約

以下, 各年度の具体的な作業項⽬について述べる。 
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